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図３６Excelワークシートに貼り付けた平均選好順位
譲蕊憂璽……二…
：:i;蝋;灘鼬
図３７平均選好順位の再順位化
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け直した結果は図37の大枠線内のようになる。
この図37の大枠線内は，２段階の処理を行った結果になっている。
●第１段階ExcelのＲＡＮＫ関数による順位付け
●第２段階目視で微調整
第１段階のExcelのＲＡＮＫ関数による順位付けは次のようにして行う。図
37のセルＣ９の位置で,｜=RANK(C5,$C5:$R5,1)|と入力する。ここで指定さ
れているセル番地と図37のセル番地を対応させてほしい。Ｃ５の値がＣ５～R5ま
でのセルの値の中で何番ロにあたるかを昇順で表示させている。これをEnter
キーで確定させた後，Ｃ９のセルをコピーしＤ９からＲ９のセルに貼り付ける。
さらにＣ９からＲ９のセルをコピーし，ClOからRllに貼り付ける。これで順
位付けの第１段階は終了となる□
続いて，第２段階は第１段階でできた順位のデータをＵ視でチェックするこ
とにある。というのも，ExcelのＲＡＮＫ関数に順位を出ﾌﾞJさせると，元の数
値が同じ場合には|叩|頂位が出てくるため，これが現在のコンジョイント分析の
プログラムには不向きなので，｜可１１１１m位を強制的に別lllH位に振り分けるという作
業が必要なのである。図37では，ExcelのＲＡＮＫ関数の結果を目で見て，同
順位があったら，強制的に２つめの111頁位をｌ下げるという処理を施している。
例えば，８位が２つあったら，２つめの８位を強制的に９位に変更してしまう
わけである。もし１０位が３つあったら，２つめの１０位を11位，３つめの10位
を12位に強制的に変更してしまうわけである。
このようにして得られたものが|Xl37の太線枠内で，再111面位づけされた平均的
な選好111同位となりこれがデータとしてコンジョイント分析にかけられること
となる。なお，この場合，１２人の選好順位がクラスター分析によって３つのセ
グメントに細分化され，それぞれの平均的な選好１１１１N位が算出され，これにもと
づいてコンジョイント分析を行うことで各セグメントの特徴を明らかにすると
いう分析を行っていることになる。
一方で，以上までの分析とは異なる方式がある。イliIil々のデータとしての選好
111面位をコンジョイント分析にかけ，推定された部分効用の数値を拾い出して
－７５－
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データ化し，これに対してクラスター分析をかけるという分析方式である。こ
の例では，１２人分の選好順位データに対してコンジョイント分析を行い，推定
された12人分の部分効用の数値を拾い出してデータ化し，これに対してクラス
ター分析をかけてグループ分けすることで市場細分化を行うということにな
る。順位という`性質の選考順位データに対してはむしろこの方式が適切な処理
といえよう。ただし個々のデータに対してコンジョイント分析をかけるとい
うことから生ずる長時間の計算過程，及び，推定された部分効用の数値を拾い
出してデータ化するという手間，これらを克服することが課題となる。
７．まとめ
本稿では，消費者の潜在的ニーズを把握しそのもとで市場細分化を行うた
めのデータ解析的な一連のアプローチを紹介した。経験と勘によるアプローチ
は特定の人材の特殊な能力に依存しており，そのノウハウを組織内に定着させ
ることは難しい。しかしながら，ここで紹介したデータ解析的アプローチは誰
もが利用可能で一定の成果を期待できる。
近年，ビッグデータという言葉がマスコミ・ビジネス・学術の世界で頻繁に
使われるようになってきた。巨大で，変化が激しく，多様なデータがビッグ
データと呼ばれる8)。様々な小売業者のＰＯＳデータ，インターネットショッ
プにおけるユーザーのアクセスおよびトランザクションデータなど，マーケ
ティングの周辺にはビッグデータが溢れている。本稿で今回紹介した一連のア
プローチは「ビッグ」といえるようなデータを扱ってはいないが9)，データに
もとづき，最新のデータ解析を経て新たな知見を得，その基でビジネス等に活
用していくという意味では一致する考え方のものである。
従来型の経験と勘による市場細分化のアプローチとここで紹介した市場細分
化のデータ解析的アプローチは二者択一のものではなく，互いに補完し得るア
プローチであり，両者を適切に組み合わせつつ，今後のマーケティングのさら
なる高度化・精絨化の進展が期待される。
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金子武久（2010）を参照。
柳井晴夫．高木廣文（1986）ｐ233,または鷲尾泰俊，大橋靖雄（1989）p247を
参照。
片平秀責（1984)，ｐｐ｣80-181参照。
城田真琴（2012)，ｐ23参照。
しかるべきコンピュータハードウェアが揃えば巨大なデータも扱える。
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